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河川整備計画（治水）の
目標・整備メニュー（案）について



◆河川整備の計画策定の流れ

平成１７年１１月１８日策定



◆土岐川庄内川コレカラプロジェクトの取り組み状況

、いま この
ステップに

います

河川管理者
（ ） 計画主体 

発議

流域委員会 （ ）地域懇談会 総称 

・プロジェクトの概要
・すすめ方
（ ）・ 課題 

・すすめ方に関する
　ニーズ
（ ）・ 追加すべき課題 

・現状
・整備上の課題

６2003年 月まで

河川整備上の課題

基本方針

河川整備計画案

整備目標・
整備メニュー案

土岐川庄内川コレカラプロジェクト

2004年10月まで

2005年5月頃

【 】 提示情報 【 】 市民からのインプット 【 】 手法 

・市民意見交換会
・オープンハウス
・車座集会
・ニューズレター等

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

・委員会の役割
　やすすめ方の
　確認　　　　等

【 】 議題 

、・現状 課題の　
　共通認識
・課題総括
・情報共有化 等

・基本方針に沿
　った整備目標
　の討議

ﾒﾆｭｰ・整備    の
　検討

・河川整備計画
　原案の審議
                   等

・追加すべき課題や
　論点
・取組方針や整備の
　方向性に関する
　ニーズ　等

（ ）・課題 総括 
・整備目標たたき台
（ ） ・基本方針 

ﾒﾆｭｰ・整備    たたき台
・計画条件　等

・整備目標への
　ニーズ
・整備メニュー実施
　上の配慮事項
・活動計画に関する
　ニーズ　　　　　等

・河川整備計画原案
（ ） 素案 

・整備計画原案に
　関するコメント河川整備計画原案

2005年7月頃

２第 回まで

６第 回まで

８第 回まで

１０第  回まで

（ ）コレプロRep.vol.1 整備上の課題 

<<市民意見交換会>>

「 市民の情報を
」集めよう 

・情報マップ

「 重点提案をつく
」ろう 

・市民からの
ｱｲﾃﾞｱ　     ・提言集

「 行動プランを
」合意する 

・協働計画

（ ）コレカラボイス ver.1 課題編 

（ ﾒﾆｭｰ ）コレカラボイス ver.2 整備目標・    編 

（ ）コレカラボイス ver.3 原案へのコメント編 

ﾒﾆｭｰコレプロRep.vol.2(整備目標・    案)

・オープンハウス
・ニューズレター等

・市民意見交換会
・オープンハウス
・車座集会
・ニューズレター等

・オープンハウス
・ニューズレター等

（コレプロRep.vol.3 整備計画原案）

１ステップ 

２ステップ 

３ステップ 

０ステップ 

2004年10月まで

2003年6月

第6回まで



◆河川整備計画に定める事項

河川整備計画に定める事項 （河川法施行令第10条の3）河川整備計画に定める事項 （河川法施行令第10条の3）

１．計画対象区間

２．計画対象期間

３．河川整備計画の目標に関する事項

○洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

○河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

○河川環境の整備と保全に関する事項

４．河川の整備の実施に関する事頂

イ．河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事により設置

される河川管理施設の機能の概要

ロ．河川の維持の目的、種類及び施行の場所



治水に関する現状と課題



◆コレカラプロジェクトレポートVol.1

ステップ１で 河川整備上の課題（案）をとりまとめた

「コレカラプロジェクトレポートvol.1」

コレカラプロジェクトの推進体制

地域懇談会から
の課題をまとめた

ボイスその１



◆コレカラプロジェクトレポートVol.1でとりまとめた課題

治水上の課題
（１）都市河川にふさわしい安全性を備える
（２）新川と庄内川との関係の再構築を行う
（３）雨水貯留・雨水浸透機能の維持や確保を行う

水利用と水環境からみた課題
（１）地域や社会の状況を踏まえた水利用を行う
（２）流域の自治体と一体となって水環境を改善する
（３）地域住民や地域企業が一体となって水環境を改善する

河川の自然環境からみた課題
（１）生態系の保全と再生を図る

人との関わりの面からみた課題
（１）治水機能を維持するための施設管理を行う
（２）治水を念頭に置いた高水敷利用を行う
（３）公共の河川空間として望ましい環境にする
（４）地域に根ざした河川整備を行う



◆コレカラプロジェクトレポートVol.1における治水に関係する課題

治水上の課題
（１）都市河川にふさわしい安全性を備える
①流域の状況にあわせた河川整備を行うこと

②沿川が一体となった防災システムを作ること
③流域自治体や住民との連携による減災を目指すこと
④洪水時の関係機関との連携を強化すること

（２）新川と庄内川との関係の再構築を行う
（３）雨水貯留・雨水浸透機能の維持や確保を行う

河川の自然環境からみた課題
（１）生態系の保全と再生を図る
①治水と調和のとれた環境保全を行うこと



市街地13％水域２％

畑９％

●人口

・名古屋市を含む16市10町

・名古屋市、春日井市に流域全体の90％以上が集中

清須市

名古屋市

名古屋城

多治見市街地

ホワイトタウン

山林56％

水田20％

市街地38％水域2％

畑6％山林44％ 水田10％

●流域の土地利用の変遷

◆流域の市街化が進展（市街地１３％→３８％）



名古屋駅1日の利用者数は約53万人

駅前中心に広がる地下街

名古屋市

JR名古屋駅

下流部の浸水想定区域

A A’
ＪＲ名古屋駅

名古屋市庄
内
川

●上流部 ：盆地に水が溜まる『非拡散型氾濫域』
●中・下流部 ：平野に水が広がる『拡散型氾濫域』

天井川であり水害が起きやすい地形
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◆下流の拡散型氾濫域に中部圏の中枢機能を抱える大都市が存在

◆庄内川の諸元
流域面積 1,010 km2

幹川流路延 96 km
流域内人口 246 万人
想定氾濫区域面積 277 km2

想定氾濫区域内人口 154 万人
（河川現況調査（ H7時点）より）



庄
内
川

新
川

浸水状況図

新川
(破堤L=100m)

×

新地蔵川
(破堤L=15m)

新川
(破堤L=22m)

×
×

本川越水
（一色大橋付近）

平成12年9月12日（東海豪雨）
流域平均日雨量 :334mm
実績流量 :約 3,800m3/s

（氾濫戻し流量）
浸水区域面積 :10,480ha
被災家屋 :34,049棟

東海豪雨時の枇杷島狭窄部の
枇杷島三橋の状況

枇杷島橋（県）
東海道本線枇杷島橋梁（JR)東海道新幹線庄内川橋梁(JR)

庄
内
川

新川の破堤氾濫による浸水状況

破堤箇所

新川

西区

西区清須市

一色大橋（国道１号）

庄内川

越水

東海道本線枇杷島橋梁(JR)

庄内川

浸水区域

庄内川流域界

（水害統計より）

◆中・下流域ではＨ１２．９東海豪雨により甚大な被害が発生



東海豪雨は、既定計画の計画降雨量250mm/日
を大きく超過し約353mm/24h（枇杷島地点上流域平均）

枇杷島地点上流域日雨量

枇杷島地点年最大流量経年図

東海豪雨は、戦後最大洪水（H3洪水）の約1.7倍の
約3,800m3/s（枇杷島地点）

東海豪雨の日雨量の生起確率は約1/560
東海豪雨の24時間雨量の生起確率は約1/150

東海豪雨の洪水流量の生起確率は約1/100

H12.9洪水
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工事実施基本計画の基本高水ピーク流量 4,500m3/s H12.9洪水

約3,800m
3
/s

洗堰・小田井遊水地の調節量を戻した流量

河川整備基本方針の基本高水ピーク流量 4,700m3/s

河川整備基本方針の1/200確率降雨量
376mm/24h

◆Ｈ１２．９東海豪雨は観測史上最大の降雨と流量を記録



＜庄内川における対策＞

○築堤・堤防の強化
Ｌ = 13.6ｋｍ

○河道の掘削
Ｖ = 140万m3

○橋梁の改築と補強
改築１橋・補強４橋

○洗堰の改築
約１ｍ嵩上げ
越流量を270m3/sを70m3/s
に低減

○小田井遊水地の改築
約１ｍ嵩上げ
洪水調節量140m3/s

○防災情報システムの整備
河川監視体制の整備
水位雨量など情報提供

○水防拠点の整備
2箇所

＜激特事業の計画の前提＞
既設排水ポンプは運転停止

◆Ｈ１２．９東海豪雨に対する再度災害防止対策（激特事業）



◆上流域ではＨ元．９洪水により被害が発生

平成元年9月20日（上流部既往最大）

流域平均日雨量 :162mm

実績流量 :約 1,900m3/s （多治見地点）

水害区域面積 :90ha

被災家屋 :655棟

浸水状況図

土岐市内

土岐市

多治見市

土岐川

（水害統計より）



多治見地点上流域日雨量

多治見地点年最大流量経年図

平成元年9月20日洪水の日雨量の生起確率は約1/15
平成元年9月20日洪水の24時間雨量の生起確率は約1/5

平成元年9月20日洪水の洪水流量の生起確率は約1/20

平成元年９月洪水は、既定計画の計画降雨量229mm/日
より少ない約162mm/日（多治見地点上流域平均）
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工事実施基本計画の基本高水ピーク流量 2,700m3/s

河川整備基本方針の基本高水ピーク流量 3,200m3/s

河川整備基本方針の1/100確率降雨量
305mm/24h

◆Ｈ元．９洪水は観測史上最大の流量を記録

平成元年９月洪水は、東海豪雨（H12.9洪水）の
約1.3倍の約1,900m3/s（多治見地点）



国土交通省国土交通省

延 長 Ｌ = 3,000ｍ

河床掘削 Ｖ = 6,800ｍ3

護岸工事 Ｌ=  3,435ｍ

延 長 Ｌ = 3,400ｍ

河床掘削 Ｖ = 160,000ｍ3

築 堤 Ｌ = 1,240ｍ

護 岸 Ｌ = 1,800ｍ

狭窄部掘削 Ｖ = 22,000m3

復緊事業（土岐地区）復緊事業（土岐地区）復緊事業（多治見地区）復緊事業（多治見地区）

復緊事業区間（国土交通省）
多治見地区 3,000m

復緊事業区間（国土交通省）
土岐地区 3,400m

復緊事業区間（岐阜県）
500m

土岐川河川災害復旧等関連緊急事業
1/20相当の治水安全度を確保
多治見 1,900㎥/s 、 土岐 1,750㎥/s

◆Ｈ元．９洪水に対する対策（復緊事業）

岐阜県岐阜県

延 長 Ｌ = 650ｍ

河床掘削 Ｖ = 39,000ｍ3

護 岸 Ｌ = 350ｍ

延 長 Ｌ = 500ｍ

河床掘削 Ｖ = 79,800ｍ3

護 岸 Ｌ = 265ｍ

和合橋架替

復緊事業区間復緊事業区間 災害関連事業災害関連事業



●激特事業後の河道状況

小田井床止め

枇杷島床止め

新川洗堰
庄内用水頭首工

床止め

山西用水堰

高貝用水堰

神明上条用水堰

八ヶ村用水堰

17.8k矢田川

22.2k八田川

29.2k内津川

33.4k
野添川

小田井遊水地

水分橋

水分水管橋

ふれあい橋

新川中橋

新庄内川橋

新名西橋

枇杷島橋

名鉄庄内川橋梁
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JR新幹線
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-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

河口からの距離（km）

T
P

.m

計画高水位

計画堤防高

堤防高（左岸）

堤防高（右岸）

橋梁桁下高

激特復緊後水位

平均河床高

計画高水位超過範囲

-1-2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 320 19 33 34

堤防高不足

流下能力不足
（HWL超過）
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激特事業対象流量に対する水位縦断図

●計画高水位を上回る区間が残されている

●約360m3/sの排水ポンプ場は運転停止

別冊資料P.9参照

◆激特事業後の河道におけるＨ１２．９東海豪雨の再現計算



多治見水道
取水堰
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河口からの距離（km）

T
P
.m

渓谷部 土岐市街地

55 56 57 58 59 60

堤防高不足

堤防高不足

復緊事業対象流量に対する小里川ダム洪水調節後の水位縦断図

●復緊事業後の河道状況

◆復緊事業後の河道におけるＨ元．９洪水の再現計算

別冊資料P.10参照



100-283834堤防整備率(%)

144.832.830.842.738.5
堤防整備延長
(km)

計
不必要
区間

暫々定
堤防

暫定
堤防

計画断
面堤防

庄内川の堤防整備状況(H17.3末現在) 

激特事業により堤防整備率は大幅に向上したが、
整備水準は低い

堤防整備状況平面図

◆堤防整備が遅れている庄内川（全国平均約58%に対して約34%）



◆堤防高のアンバランスが生じている

激特事業では、低い堤防を計画堤防高まで
高くしたため左右岸の堤防高のアンバランス
が生じた

復緊事業では、主に掘削を行って
いるため整備後でも計画高水位以
下の堤防が残っている

激特で完成堤防高

激特後では整備しない左
岸の方が右岸より低い

東海豪雨前の堤防高
が低い

堤防高が計画高水
位以下

復緊事業では主に河
床掘削による対応



様々な土質で形成さ
れている堤防

法崩れ

八田川0.9km付近左岸堤防崩壊

堤防の構造は実際に発生した被災等の経験に基づいて
定められたもの

過去に整備された堤防は必ずしも工学的に設計された
ものでない

場所によっては不安定な構造となっているものもある
陥没

◆過去に整備された堤防は必ずしも工学的に設計されたものでない



高潮堤区間

庄内川

高潮
堤区
間

高潮堤の堤防天端のヒビワレ状況
（0.8k左岸付近）

堤防川裏法尻破損（宝神）

HWL

計画堤防高

高潮堤防の沈下

完成した堤防が沈下

◆広域地盤沈下により完成した高潮堤防が沈下



＜時間100㎜を越える降雨の発生回数＞

出典：災害列島2005

＜台風の襲来が多かった平成16年＞

◆近年の異常気象

近年台風などによる
局所的な集中豪雨が
多発



・市の陸域の80%が水没す
る壊滅的状況

・最大浸水深は6m程度
<8/30 CNN.com> 

・9月13日、ニューオーリン
ズ当局者は浸水戸数につ
いて16万戸にのぼる、とコ
メント<9/14asahi.com> 【ダウンタウンの浸水状況】

約34万人約90万人ゼロメートル地帯の
人口

327km2374km2ゼロメートル地帯の
面積

ニューオリンズ濃尾平野

出典：ｼﾝﾌﾟｼﾞｳﾑ「伊勢湾台風とﾊﾘｹｰﾝ・ｶﾄﾘｰﾅに学ぶ」資料より

濃尾平野はニューオリンズと同規模
のゼロメートル地帯が広がる

大潮における平均満
潮位（T.P.+1.2m）の

地盤高

庄内川

ゼロメートル地帯

◆近年の異常気象における災害（ゼロメートル地帯の被害）

ゼロメートル地帯など地形的に被害が甚大になる可能性が高い

2005年米国ニューオリンズにおける

ハリケーンカトリーナによる被害



◆治水における課題（総括）

激特事業および復緊事業の目的が、短期間における緊急的な再度災害防

止対策であるため、東海豪雨、平成元年洪水に対して主に下記の課題が残さ
れている

◆下流部
・東海豪雨と同規模の洪水に対して計画高水位を上回る区間が約6ｋｍ残されている

・東海豪雨と同規模の洪水に対して、河道は既設排水機場の排水量（約360m3/s）を受ける

ことができない（ポンプ調整が必要）

・全国の一級河川と比較すると重要な都市河川でありながら堤防整備率が低い（約34％）

・激特事業では低い堤防を計画堤防高まで高くしたため、左右岸の堤防高にアンバランス

が生じている

・堤防は浸透対策などの質的整備ができていない

◆上流部
・計画高水位以下の堤防が残っている

近年、国内や海外でも多発している台風による集中豪雨など、河川の整備

水準を超える降雨の可能性があり、壊滅的な被害を被ることが想定される



治水上の目標（案）



◆治水上の目標（案）

●観測史上最大の洪水となったＨ１２.９東海豪雨、Ｈ元.９洪水と同規模の洪
水を計画高水位以下で流下させる。

・ 土岐川：平成元年９月 ２,１００m3/s(多治見地点)
・ 庄内川：平成１２年９月 ３,９００m3/s(枇杷島地点)
・ 矢田川：平成１２年９月 １,１００m3/s(瀬古地点)

●河川整備の目標流量を上回る洪水及び整備途上段階での施設能力以上の洪水が

発生した場合においても、被害をできるだけ軽減させる。

●観測史上最大の洪水となったＨ１２.９東海豪雨、Ｈ元.９洪水と同規模の洪
水を計画高水位以下で流下させる。

・ 土岐川：平成元年９月 ２,１００m3/s(多治見地点)
・ 庄内川：平成１２年９月 ３,９００m3/s(枇杷島地点)
・ 矢田川：平成１２年９月 １,１００m3/s(瀬古地点)

●河川整備の目標流量を上回る洪水及び整備途上段階での施設能力以上の洪水が

発生した場合においても、被害をできるだけ軽減させる。

7.0k 直轄区間 直轄区間
○瀬古

；洪水調節後流量
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木
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三
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川
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現況河道における整備計画流量流下時の水位：庄内川（全川）

中央橋

永久橋神明橋 土岐津橋

新土岐川橋

三共橋

土岐大橋

土合橋
虎渓大橋

東濃用水水管橋

記念橋

多治見橋
昭和橋

陶都大橋

国長橋

月見橋

天ヶ橋

諏訪橋

諏訪大橋

城嶺橋

玉野橋

愛知環状鉄道

鹿乗橋

高蔵寺サイフォン橋

庄内川水管橋

東谷橋

新東谷橋

大留橋

志段味橋

下志段味橋

JH庄内川橋梁

吉根橋

国道302号

松川橋

JR中央線橋梁
勝川橋

水分橋
水分水管橋

ふれあい橋

新川中橋
新庄内川橋

新名西橋
新幹線橋梁

東海道線橋梁枇杷島橋

名鉄庄内川橋梁

豊公橋大治水管橋

新大正橋万場大橋
横井大橋

近鉄庄内川橋梁
JR関西線橋梁

新前田橋大当郎橋

一色大橋

正徳橋明徳橋南陽大橋
庄内新川橋

48.4k
笠原川

玉野堰

八ヶ村用水堰

神明上条用水堰

高貝用水堰

山西用水堰

床止め庄内用水頭首工
新川洗堰

枇杷島床止め

小田井床止め

小田井遊水地

56.1K
妻木川

52.8K
高田川

50.2K
生田川

47.6K
大原川

44.6K
市之倉川

42.2K
蛇ヶ洞川

37.0K鯎川
　　　水野川

33.4K野添川

32.4K
内津川
放水路

29.0K内津川

22.2K八田川

17.8K矢田川

永保寺
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左岸堤防高

右岸堤防高

HWL

H17年度末河道水位

平均河床高

最深河床高

計画河床高（H元年改修計画）

計画高水位超過範囲

-2 0 2 264 226 328 1810 2812 2014 2416 30 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58

渓谷部渓谷部 多治見市街地 土岐市街地

堤防高不足

流下能力不足
（HWL超過）

河川整備計画の目標流量（案）に対する水位縦断図

別冊資料P.11～19参照

◆現況河道における水位縦断図（整備計画流量（案））（庄内川）



現況河道における整備計画流量流下時の水位：矢田川

宮前橋

鉄道橋矢田川（瀬戸線）

矢田川橋

鉄道橋（中央本線矢田川橋梁）上り

鉄道橋（中央本線矢田川橋梁）下り

天神橋

三階橋

ふれあい橋

新川中橋

中央線下流床止め

床止め

山田北床止め

米ヶ瀬床止め

成願寺床止め
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H17年度末河道水位

平均河床高

最深河床高

計画高水位超過範囲

1 2 3 4 5 6 7
0

流下能力不足
（HWL超過）

河川整備計画の目標流量（案）に対する水位縦断図

別冊資料P.20参照

◆現況河道における水位縦断図（整備計画流量（案））（矢田川）



河川整備（治水）に関する整備メニュー（案）



▽平均潮位

▽干潮位

▽満潮位

既設低水護岸

低水護岸

▽計画高水位

高潮堤防の嵩上げのイメージ図

高水護岸
堤防の嵩上げ

＜整備の詳細＞＜整備内容＞

河川整備計画の河道における目標流量を安全に流下させるため、それ以下の流量
により堤防の安全性が確保されていない箇所において、堤防の嵩上げを実施すると
ともに、洪水時の浸食、洗掘から堤防を防護するため、必要な箇所において高水護
岸の整備を行う。また、伊勢湾台風を契機として完成した高潮堤防が広域地盤沈下
等により高さが不足していることから、高潮堤防の嵩上げを実施する。

堤防の整備にあたっては、河川の利用や自然植生の回復等に配慮し、河川の上下
流の整備バランスを勘案しながら実施する。

・堤防の嵩上げ
・高水護岸の整備
・高潮堤防の嵩上げ

◆堤防整備

堤防の嵩上げ・高水護岸のイメージ図



河道掘削

▽計画高水位

河道内樹木伐採

目標流量を計画高水位以下
で安全に流下させるため、
河川の水位低下

▽対策前の水位

▽対策後の水位

河道掘削のイメージ図

低水護岸整備のイメージ図

＜整備の詳細＞

河川整備計画の河道における目標流量を計画高水位以下で安全に流下させるた
め、河川の水位低下対策として河道の掘削、河道内樹木の伐採を実施する。また
河川の水位を低下させるための河道掘削に伴い必要となる床止工等の改築・撤去
及び橋梁の補強、低水護岸の整備などを実施する。

河道掘削等の水位低下対策にあたっては、改変に伴う河川環境への影響を最小
限にするためにするため、水際植生の回復など可能な限り環境への影響の低減を
図るとともに、工事の施工に伴う濁水等の軽減に努めるほか、工事のモニタリング
を行うなど、動植物の生息・生育の場として河川の環境の保全に努める。

＜整備内容＞

・河道掘削
・河道内樹木の伐採
・床止工等の改築・撤去及び橋梁の補強
・低水護岸の整備

◆河道掘削等の水位低下対策



(県)枇杷島橋

枇杷島橋梁（東海道本線）

庄内川橋梁

(名古屋鉄道）

庄内川橋梁（新幹線)

庄内川橋梁（新幹線)

枇杷島橋梁（東海道本線）

(県)枇杷島橋

桁下高を高くする

架替と合わ
せ引き堤

＜整備の詳細＞＜整備内容＞

・橋梁の改築 洪水の安全な流下を著しく阻害している枇杷島地区（JR東海道新幹線庄内川橋梁、
JR東海道本線枇杷島橋梁、県道名古屋祖父江線枇杷島橋）および一色大橋の橋梁
の改築を行う。また、橋梁の改築と合わせて洪水がスムーズに流れるように川幅を広
げる引堤（枇杷島地区）や堤防嵩上げなどの堤防整備を行う。

枇杷島地区

川幅を広げる 橋脚を少なくする

◆橋梁の改築



＜整備の詳細＞＜整備内容＞

堤防が浸透に耐えられるよう浸透対策（腹付け盛土、ドレーン工など）を必要な
箇所にて実施する。また堤防強化にあたり、堤防法面は浸透及び親水面を考慮し
て1枚法(緩傾斜化)とする。

・浸透対策（腹付け盛土、ドレーン工など）

◆堤防の強化

既往洪水での漏水、法崩れなどの災害が多数発生している状況を踏まえ、

必要な堤防の強化対策を行う。

堤防の強化のイメージ図



  推移帯(エコトーン)

抽水植物帯 沈水・浮葉植物帯湿性植物帯

水辺林 沖帯

◆環境への配慮方針

●環境と調和した河川整備

・水際部の多孔質化、緩傾斜化による横断方向の連続性の確保、植生が

回復しやすい工法の採用

・河道内樹木の保全や高水敷掘

削区域の環境の復元に配慮

・環境モニタリング



ヨシ原は、庄内川の河口部から下流域にかけて広く分布している。

特に河口部のヨシ原は規模が大きく、ヨシゴイやオオヨシキリ等の鳥類

やカヤネズミ等の小動物が生息する重要な場所となっている。

生態系の構造（イメージ） ：ヨシ原

ヨシ原

3.0K
現況河道

整備計画後

カヤネズミ

◆環境への配慮横断図



◆河川整備（治水）に関する整備メニュー（案）の事業量と事業費

事業量 事業費

堤防整備 L = 約１２km

河道掘削等 V = １７０万m3

護岸整備 L = 約１９km

質的整備 １式

その他 １式

一色大橋架替工事 １式

JR特定構造物改築事業 １式

約１，５６０億円

約６６０億円

約９００億円

河川整備メニュー

合  計

河
川
改
修
事
業

特
構
事
業



対策前の洪水時の水位

対策後の洪水時の水位

約70cmの水位低下

河道掘削

8.8k

約70cm水位低下

●河川整備（案）前後の河道状況 別冊資料P.11～19参照

河川整備計画の目標流量（案）に対する水位縦断図

◆河川整備（案）の効果（水位縦断図）（庄内川）



47.6k
約50cmの水位低下

約50cm水位低下

●河川整備（案）前後の河道状況

◆河川整備（案）の効果（水位縦断図）（土岐川）

別冊資料P.11～19参照

河川整備計画の目標流量（案）に対する水位縦断図



約60cm水位低下

●河川整備（案）前後の河道状況 別冊資料P. 20参照

河川整備計画の目標流量（案）に対する水位縦断図

約60cmの水位低下

4.2k

河道掘削

◆河川整備（案）の効果（水位縦断図）（矢田川）



【現況】浸水想定氾濫浸水深図 【整備後】浸水想定氾濫浸水深図

約278,000世帯被災世帯数

約71,000億円被害額

約9,600ha浸水面積

約690,000人被災人口

約278,000世帯被災世帯数

約71,000億円被害額

約9,600ha浸水面積

約690,000人被災人口

約40世帯被災世帯数

約20億円被害額

約30ha浸水面積

約140人被災人口

約40世帯被災世帯数

約20億円被害額

約30ha浸水面積

約140人被災人口 0人

0世帯

0ha

0億円

◆河道の整備の効果（氾濫域）

＜外水による浸水想定氾濫区域＞
・整備計画流量
・HWLで破堤を想定

河川整備計画河道の整備後現況河道（平成１７年）



◆河川整備（治水）に関する整備メニュー（案）一覧

目標

 ・堤防の嵩上げ

 ・高水護岸の整備

 ・高潮堤防の嵩上げ

 ・河道掘削

 ・河道内樹木の伐採

 ・床止工等の改築・撤去及び橋梁の補強

 ・低水護岸の整備

 堤防の強化
 ・浸透対策
  (腹付け盛土、ドレーン工など）

 河道掘削等の水位低下対策

 ・橋梁の改築

 観測史上最大の洪水となった
Ｈ１２．９東海豪雨、Ｈ元９洪
水と同規模の洪水を計画高水位
以下で流下させる。
・土岐川：平成元年９月

　２，１００m3/s(多治見地点)
・庄内川：平成１２年９月

　３，９００m3/s(枇杷島地点)
・矢田川：平成１２年９月

  １，１００m3/s(瀬古地点)
 橋梁の改築

 堤防整備

整備メニュー（案）



整備水準を越えた場合の減災メニュー（案）



西枇杷島水防拠点
（14.0k右岸付近）設置イメージ

※西枇杷島水防拠点にヘリポート設置予定

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
水防拠点、水防倉庫を市町と連携して整備する。また、水防の資機材を常備する

とともに、水防活動に利用するため備蓄土砂として第二種側帯の整備を図る。
・水防拠点、水防倉庫の整備

（水防資機材、災害対策車の常備）
・第二種側帯の整備

＜関係機関＞

市町の防災部局、土木部局

下之一色水防拠点（3.4k右岸付近）

第二種側帯（6.3k右岸付近）

土岐水防拠点
（56.3k右岸付近）

◆防災活動拠点の整備



水上輸送ルート

（港～一色大橋船着き場）

一色大橋
船着き場

横井地区
船着き場

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
地震時など緊急時に、港から一色大橋上流（左岸4.6k）の船着き場まで水上輸送し、

市内に緊急物資等を運べるよう船路を確保するとともに一色大橋（庄内川左岸4.6k）～
大幸公園（矢田川左岸7.0k）の緊急河川敷道路を整備する。

※名古屋市の地域防災計画の中で、緊急河川敷道路は海上から輸送された救援物資や人員を迅速
かつ効率的に市域内へ搬送する手段の１つに位置付けられている。

・緊急河川敷道路の整備
・アクセス坂路の整備

＜関係機関＞
市の防災部局

◆防災ネットワーク整備（緊急河川敷道路）



CCTVカメラ
（庄内川右岸3.5k付近）

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
現在までに整備してきた光ファイバー網、CCTV、データ通信等の機器を活用し、

洪水時等の非常時に迅速に的確な情報を関係機関と共有できるよう情報のネット
ワーク化を図る。

＜関係機関＞
市町の防災部局、土木部局、県

・関係機関との情報共有化

◆防災ネットワーク整備（情報）



基準水位
（TP+4.20m)

排水ポンプルール運転調整位置図

【新川の排水調整時】

一級河川新川上流域もしくは新川下流域において排
水調整を行っている時、且つ、庄内川の洪水が新川洗
堰を越流する時には、河川管理者からの通知により、
新川洗堰から上流の庄内川運転調整対象の排水ポン
プ場は、運転調整を行う

運転調整基準

【庄内川本川】

準備水位の通知 ：枇杷島水位（T.P.+6.40m）

基準水位の通知 ：一色大橋水位（T.P.+4.20m）

その他超過洪水による発令 ：庄内川堤防越水・破堤
準備水位

（TP+6.40m)

国土交通省
(庄内川河川事務所)

市町
（排水ポンプ管理者）

愛知県

報告

報告・発令
通知
停止状態の連絡

防災施設ネットワーク化

（ケーブル埋設等の情報網構築）

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
河川の整備水準を越える洪水が発生した場合、甚大となる外水被害の発生を防

ぐために、内水の排水ポンプの運転調整ルールを定めており、関係機関と連携し
実際の洪水時に的確に運用する。また河道の整備に伴いより効果的なルールに
なるよう適宜見直していく。

・排水ポンプ運転調整

＜関係機関＞
市町の防災部局、土木部局、下水道部局、県

◆排水ポンプ運転調整

連絡体制



出典：わかりやすい洪水・渇水の表現検討会（第１回検討会資料）

的確な情報の収集

わかりやすい必要な情報の提供

防災施設ネットワーク化

（ケーブル埋設等の情報網構築）

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
洪水時には河川情報を収集するとともに、コンビニや住民などから流域の情報収

集を行い、的確な水防活動、避難ができるよう、それらを関係機関および住民に迅
速にわかりやすく、多様な手段を使って提供する。また災害時には復旧活動など関
係機関と連携して的確な対応を行う。

・的確な情報の収集

・迅速でわかりやすい情報の提供

・情報提供の多重化

・災害時の的確な対応 ＜関係機関＞
気象庁、県、市町の防災部局、土木部局、住民、マスコミ、協力者ほか

◆洪水時の的確な防災情報の収集・伝達

的確な水防活動、避難行動ができる
よう判断しやすい、わかりやすい情報
を、テレビや携帯など様々な手段を
用いて提供を図る



関係全市町において
ＨＭ作成・公表済み

激特・復緊事業の完成、基本方針
策定による

・浸水想定区域図見直し

・ハザードマップの見直し
ハザードマップの高度化イメージ
（動くハザードマップ）

・わかりやすいハザードマップの作成・
高度化（外水・内水複合、動くハザード
マップなど）・普及などの支援

防災施設ネットワーク化

（ケーブル埋設等の情報網構築）

＜整備の詳細＞＜整備内容＞

庄内川直轄区間関係市町のハザードマップは全て作成・公表しているが、その内説明
会は３市町（名古屋市、西枇杷島町、蟹江町）で開催されているのみとなっている。激特
事業、復緊事業が完成したこと、河川整備基本方針策定により浸水想定区域の見直し
が必要であり、ハザードマップの見直し・高度化・普及などの支援を行うとともに、重要水
防箇所など防災に係わる情報の発信、啓発活動を行う。

＜関係機関＞
市町の防災部局、土木部局、市民団体

・浸水想定区域図の作成
・ハザードマップの作成・高度化・

普及などの支援
・重要水防箇所など防災に係わる

情報の提供、啓発活動

◆平常時の情報提供の充実、支援



              企　　  業

・地域防災活動への支援

・災害復旧支援

           マスコミ

・災害情報の伝達

           地域住民

・自主防災

・地域間の連携

              行　　政

・避難指示・勧告

・水防活動

・防災計画の策定

・防災訓練
・防災に関する啓発活動

           河川管理者

・防災情報の開示

　わかりやすい情報提供

・水防活動の支援

・防災計画の策定の支援
・防災訓練

・防災に対する啓発活動

水防活動

復旧支援 情報伝達

情報伝達

情報提供

情報提供 情報提供

地元住民で作成した

シート張り工法

・公益法人等が消防機関、水防団と連携し、
活動する水防協力団体制度の創設水防協力団体制度の創設

水防法改正内容

申請 指定

連携
水防協力団体

・監視、警戒等の水防
活動への協力

・水防に関する情報収集、
普及啓発活動 等

水防団

水防管理者（市町村長）

消防機関

甚目寺町

47

R22

防災施設ネットワーク化

（ケーブル埋設等の情報網構築）

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
水防団の共助体制が脆弱化が起こっている反面、社会貢献への関心も高まってお

り、水防団の充実を図るとともに、ボランティア団体、企業などによる水防協力団体と
の連携を高める。また災害時に適切な対応がとれるよう関係企業などとの災害協力
体制や防災エキスパートとの協力体制を確立しておくとともに、普段より地域と連携し
た防災訓練、避難訓練を実施していく。その他、洪水予測システムの高度化に努める。

＜関係機関＞
市町の防災部局、土木部局、住民、市民団体、企業

・水防団組織の充実
（水防団、水防協力団体等）

・災害時の対応の確立
（災害協力協定、防災エキスパート等）

・地域と連携した防災訓練・避難訓練
（自助、共助、公助）

・洪水予測システムの高度化

◆連携による減災体制の確立

防災の連携イメージ

水防訓練



都市計画との連携

雨水貯留・雨水浸透対策の例

＜濃尾平野のゼロメートル地帯＞
（環境省：全国の地盤沈下地域の概況(H15年度)

流域の認識・啓発

流域の貯留・浸透機能対策

雨水流出抑制（貯留施設）のイメージ図

＜整備の詳細＞＜整備内容＞
流域の開発が進むことにより街が洪水に対してぜい弱になっていることから、河

川整備を進めるとともに、流域が一体となって災害に強いまちづくりのため、流出を
抑える施策や問題提起、啓発活動を関係部局等と連携して推進する。

＜関係機関＞
市町の都市計画部局、住宅部局、農林部局、防災部局、土木部局、
市民団体、住民

・流域の街づくり等との連携
雨水流出抑制対策（市町・住民）
都市計画による規制（国・県・市町）

（開発、流出対策など）
農地、ため池、森林などの維持・再生

（農林部局）
新築、開発時の啓発（県・市町・住民）

◆流域における対策との連携



現況河道

約110.000世帯被災世帯数

約9,200億円被害額

約4,300ha浸水面積

約290,000人被災人口

約110.000世帯被災世帯数

約9,200億円被害額

約4,300ha浸水面積

約290,000人被災人口

約13.000世帯被災世帯数

約1,200億円被害額

約1,100ha浸水面積

約35,000人被災人口

約13.000世帯被災世帯数

約1,200億円被害額

約1,100ha浸水面積

約35,000人被災人口

河川整備計画（案）河道

◆超過洪水（1/500）により越水氾濫が発生した時の氾濫浸水図の比較

別冊資料P. 24参照

※破堤しない条件



◆整備水準を越えた場合の減災メニュー（案）一覧

目標

 ・水防拠点、水防倉庫の整備
 （水防資機材、災害対策車の常備）

 ・第二種側帯の整備

 防災ネットワーク整備
 （緊急河川敷道路）

 ・緊急河川敷道路の整備
 ・アクセス坂路の整備

 防災ネットワーク整備
 （情報）

 ・関係機関との情報共有化

 排水ポンプ運転調整  ・排水ポンプ運転調整

 ・的確な情報の収集

 ・迅速でわかりやすい情報の提供

 ・情報提供の多重化

 ・災害時の的確な対応

 ・浸水想定区域図の作成

 ・ハザードマップの作成・高度化・
   普及などの支援

 ・重要水防箇所など防災に係わる情報の
   提供、啓発活動

 ・水防団組織の充実
  （水防団、水防協力団体等）

 ・災害時の対応の確立
  （災害協力協定、防災エキスパート等）

 ・地域と連携した防災訓練・避難訓練
　（自助、共助、公助）

 ・洪水予測システムの高度化

 流域における対策との連携  ・流域の街づくり等との連携

 洪水時の的確な防災情報
 の収集・伝達

整備メニュー（案）

 平常時の情報提供
 の充実、支援

  河川整備の目標流量を上回
  る洪水及び整備途上段階で
  の施設能力以上の洪水が発
  生した場合においても、被
　害をできるだけ軽減させる。

 連携による減災体制の確立

 防災活動拠点の整備


	河川整備計画（治水）の目標・整備メニュー（案）について



